
一

面

「
昭
和
天
皇

摂
政
宮
当
時
、
大
正
十
一
年
に
越
谷
鴨
場
へ
二
度
ご
行
啓
」

坂
本

誠
一
郎

一

は
じ
め
に

『
越
谷
市
大
林
の
宮
内
庁
埼
玉
鴨
場
』
は
、
明
治
四
十
一
年
十
二
月
に
竣
工
さ
れ
、
皇
族
方
の
主
な
ご
行
啓
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
ま
で
私
の
知
る
範
囲
で
す
が
、
郷
土
史
書
に
次
記
の
通
り
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

①

最
初
に
鴨
場
に
お
越
し
な
さ
れ
た
お
方
は
、
明
治
四
十
二
年
二
月
二
十
八
日
、
大
正
天
皇
が
皇
太
子
当
時
に
、

ご
行
啓
。(

＊
１)

②

次
い
で
同
年
六
月
十
七
日
、
明
治
天
皇
の
ご
皇
后
・
昭
憲
皇
太
后
が
ご
行
啓
。（
＊
２
）

③

時
間
を
置
い
て
昭
和
天
皇
が
ご
来
駕
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十
二
年
三
月
十
一
日
に
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下

を
は
じ
め
皇
太
子
や
皇
族
が
揃
っ
て
鴨
場
を
訪
れ
鴨
猟
を
楽
し
ま
れ
た
と
あ
り
ま
す
。（
＊
３
）

④

ま
た
、
昭
和
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
は
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
二
十
三
日
、
埼
玉
国
体
が
行
わ
れ
た
際
、
越

谷
市
立
体
育
館
の
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
会
場
に
て
試
合
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
記
事
を
目
に
し
て
い
ま
し
た
。（
＊
４
）

⑤

右
記
の
他
に
も
ご
行
啓
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
か
と
長
い
間
、
気
に
留
め
て
い
ま
し
た
が
、
今
般
図
ら
ず

も
第
二
項
記
載
の
通
り
、
新
た
に
昭
和
天
皇
越
谷
鴨
場
ご
行
啓
の
史
実
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
記

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

二

新
た
に
判
明
し
ま
し
た
史
実

(

お
詫
び)

「
史
実
そ
の
壱
」
と
後
段
の
「
史
実
そ
の
弐
」
と
で
は
、
時
系
列
的
に
は
、
逆
順
序
表
示
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
予
め
お
含
み
の
上
、
ご
高
覧
・
御
理
解
賜
り
ま
す
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

■

史
実

そ
の
壱
■

大
正
十
一
年
三
月
二
十
六
日
、
昭
和
天
皇
は
、
当
時
は
、
「
摂
政
宮
」
で
あ
ら
れ
ま
し
た
が
、
鳩
彦
王(

後
の
朝

香
宮)

を
同
伴
さ
れ
埼
玉
鴨
場
ま
で
、
自
動
車+

愛
馬(

山
吹
号)

に
乗
ら
れ
御
遠
乗
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
そ
の
史
実
の
証
明
記
録
」

(

そ
の
①)

昭
和
天
皇
実
録(

第
三
集)

大
正
十
一
年
三
月
二
十
六
日
の
記
録

(

＊
５)



二

面

(
そ
の
②)

川
口
市
新
井
宿
に
建
て
ら
れ
た
石
碑(

＊
６)

「
表
題

摂
政
宮
殿
下

御
小
憩
所
」｢

記
念
碑
の
設
置
場
所

赤
山
陣
屋
か
ら
伊
奈
氏
菩
提
寺

（
源
長
寺
）
へ
の
入
口
付
近
に
か
け
て
の
赤
山
街
道
、
道
路
脇｣

「
ご
行
啓
史
実
」
の
表
記
場
所
は
、
そ
の
記
念
碑
の
裏
面
で
す
。

「
維
時
大
正
十
一
年
三
月
二
十
六
日

畏
く
も
摂
政
宮
殿
下
文
武
官
数
多
従
へ
さ
せ
ら
れ
、
越
ケ
谷
在
鴨
御

猟
場
に
行
啓
遊
ば
さ
る
。
偶
々
御
道
筋
た
る
赤
山
街
道
御
通
過
の
砌
、
当
村
の
此
の
地
に
於
い
て
御
下
馬
あ

ら
せ
ら
れ
小
時
御
休
憩
の
光
栄
を
賜
ふ
。
奉
迎
奉
拝
の
村
民
等
齊
し
く
恐
懼

き
ょ
う
く

感
激

か
ん
げ
き

措
く
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
。

乃
ち
碑
を
建
て
永
く
聖
跡
を
祈
念
し
奉
る
」

建
立
は
、
「
紀
元
二
千
六
百
年
記
念

昭
和
十
五
年
二
月
建
之

神
根
村

浦
和
高
等
学
校
教
授

秦
は

た

慧え

玉
ぎ
ょ
く

謹
書

「
石
工
」

当
村

木
村
伝
之
助
謹
作

(

そ
の
③)

平
成
元
年
一
月
二
十
七
日
付
け
「
鳩
ヶ
谷
新
報
」
（
▼
次
頁
参
照
）（
＊
７
）

若
き
日
の
〝
昭
和
天
皇
〟

馬
で
鳩
ヶ
谷
を
お
通
り

大
正
十
一
年
、
越
谷
鴨
猟
へ

馬上から手をあげて鳩ヶ谷町民の歓迎に応えら

れる昭和天皇陛下。

桜町の豊田元収入役宅前あたり。

昭和天皇実録には、鳩彦王(後の朝香宮)をお伴にと

記載されており、ご参考までにインターネット(朝香

宮鳩彦王-Wikipedia）より、お写真を貼付させて頂

きましたのでご覧下さい。私見ですが、軍服姿の御

顔と転写写真の御顔を比べればよく似ておられる。

た。

表 面

裏 面



三

面



四

面

■

史
実

そ
の
弐
■

大
正
十
一
年
一
月
二
十
九
日
に
も
「
埼
玉
鴨
場
に
ご
行
啓
さ
れ
た
史
実
」
が
、
前
述
昭
和
天
皇
実
録(

第
三
集)

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
は
、
次
記
の
通
り
、
自
動
車
に
て
ご
行
啓
さ
れ
、
鴨
猟
を
行
わ
れ
た
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。（
＊
８
）

（
付
記
）

朝
香
宮

あ
さ
か
み
や

鳩
彦

や
す
ひ
こ

王お
う

一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
年
）
十
月
二
十
日
～
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
十
六
年
）
四
月
十
二

日
）
は
、
日
本
の
皇
族
、
陸
軍
軍
人
。
久
邇
宮
朝
彦

く
に
の
み
や
あ
さ
ひ
こ

親
王

し
ん
の
う

の
第
八
王
子
で
、
朝
香
宮
初
代
当
主
。
一
九
四
七
年
（
昭

和
二
十
二
年
）
十
月
十
四
日
に
皇
族
の
身
分
を
離
れ
、
朝
香
鳩
彦
と
名
乗
る
。
最
終
階
級
は
陸
軍
大
将
。
勲
等
は

大
勲
位
功
一
級
。
ま
た
、「
ゴ
ル
フ
の
宮
様
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
陸
軍
大
将
で
あ
っ
た
た
め
、
朝
香

あ

さ

か

大

将

た
い
し
ょ
う
の

宮
殿
下

み

や

で
ん

か

と
も
呼
ば
れ
た
。
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り

三

結
び
に
か
え
て

昭
和
天
皇
実
録
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
に
発
刊
が
開
始
さ
れ
て
以
降
、「
天
皇
御
崩
御
迄
の
実
録
」
が
平
成
三

十
年
三
月
ま
で
に
、
順
次
発
刊
さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
冒
頭
表
記
し
ま
し
た
昭
和
三
十
二
年
お
よ
び
昭
和
四
十
二
年
の
ご
来
駕
の
項
が
如
何
な
る
よ

う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
今
迄
越
谷
市
史
等
に
表
記
さ
れ
て
い
な
い
ご
行
啓
史
実
の
有
無
等
に
つ
き
、

今
回
の
調
査
を
ベ
ー
ス
と
し
、
さ
ら
に
継
続
、
補
完
を
し
て
参
れ
れ
ば
と
思
考
し
て
お
り
ま
す
。

(

＊
１)

及
び(

＊
２)

吉
本

富
男
『
越
谷
市
史
二

通
史
下
』

越
谷
市
、
一
九
七
七
、
三
九
〇
頁

(

＊
３)

越
谷
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
／
編
『
越
谷
の
歴
史
物
語(

第
三
集)

』
越
谷
市
、
一
九
八
三
、
二
二
〇
頁

(

＊
４)

前
掲
書(

＊
３)

二
二
一
頁

(

＊
５)

宮
内
庁
『
昭
和
天
皇
実
録

第
三
集

自

大
正
十
年

至

大
正
十
二
年
』
東
京
書
籍
、
二
〇
一
五
、

五
九
七
頁

(

＊
６)

石
碑
は
、
上
記
説
明
文
表
記
の
場
所
に
現
存
し
て
い
ま
す
。

(

＊
７)

『
鳩
ヶ
谷
新
報

平
成
元
年
一
月
二
十
七
日
』
鳩
ヶ
谷
新
報
社
、
一
九
八
九
、
三
頁

鳩
ヶ
谷
郷
土
史
会
／
編
『
写
真
集

郷
土
は
と
が
や
・
い
ま
昔
』
鳩
ヶ
谷
郷
土
史
会
、
一
九
九
六
、
二
五
頁

(

＊
８)

前
掲
書(

＊
５)

五
七
五
頁


